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¥. 
大学と大学図書館

一大学の研究・教育に対する

図書館のあり方と将来-

司 書 長万 根

いまさら大学、における大学図書館の重要性につ

いて云々するまでもないことだが、とかくわれわ

れは、図書館とは図書の蓄積 ・保存と利用といっ

た漠然とした従来の考えに立つでの図書館像しか

みないととが多〈、これはその管理・運営にあた

る側からは勿論のこと利用者側か らも案外惰性的

かっ近視眼的視野において図書館の重要性を見う

しないがちである。

そもそも大学図書館は、 大学の研究 ・教育に対

して、そのための素材的基礎を与えるものであ

り、その素材とは、単に利用されるたぬに備えら

れる消極的条件であるにとどまらず、素材を利用

者に提供するという 積極的機能を営まなければな

-. ゃない。したがって大学図書館と大学の研究・教

‘.'育 とは密着した相互関係にあ るζ とはし、うまでも

ないことであり、特に私立大学における研究・教

育の成果の優劣は、かかって大学の研究条件に重

要な意義をも っ大学図書館の整備充実し1かんにあ

るといっても過言ではない。しかも時代の進展に

ともなう 大学図書館の役割は、その領域が拡大さ

れ、単に大学における研究・教育に資するばかり

でないすすんで学術情報を提供する とと もに、

乙れらの多様イじされた機能を総合的に管理運営し

なければならない。

以上の観点に立って、わが西南学院大学図書館

の現状を展望した場合、その組織、 運営、施設、

管理、 資料費、利用など他の同規模の私立大学図

書館に比して遜色はなしと するも 、図書館使命を

十分に果すにはまだしもの感があり、特に図書館

業務や組織の合理化は、最近の図書館の緊急問題

淳

としてその検討をせまられている コ即ち最近の経

済社会の急激な変化を背景とする研究投資の拡犬

が惹きおこしている情報の氾濫が、 資料の激増 と

利用要求の多段化という形で図書館の質的変化を

うながしている状況にある O ζのことは最近の実

例として、本館と常時連携を保っている福岡のア

メリカンセンタ ーが、従来の図書館活動より情報

活動を主軸としたインフオマツド方式に転換した

ことにうかがわれる D

本館も時代に即応する態勢の充実をはかるため

の努力をおしむものではないが、本稿を あえて草

した所以は、私立大学の質的向上をはかるための

必須条件として、 す ぐれた教育がおこなわれ、そ

の前提の活発な研究がなされる素材としての大学

図書館の存在意義 と重要性を強調せんがためであ

る。

(付記) 四年次生はやがて卒業をむかえるが、諸君は

社会に出れば、在学中にもまして勉強が必要である巧卒

業後の諸君に対し、図書館は 「特別利用者規則JIとよ

り、出来るだけ利用の便を供するので、図書館を利用し

てほしい。
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三 研究者は図書館lに乙なiに乙を望んでいるか
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※文献センタ一

国立大学対属文献センター

(現在下記の5つがある。設置年度!唄)

外国法文献センター(東京大・法学部)

日本経済統計文献センタ ー(一橋大・経済研究所)

経営分析センター(神戸大・経済経営研究所)

東洋学文献センター(京都大・ 人

文科学研究所)

(東京大・東

洋文化研究所)

乙れらの文献センターは.一般

の利用のために公開することを目

的としています。当館にも一部乙

れらのセ ジターの所蔵目録を備え

ていますのでご相談下さい。文献

センターと言えば私は本学のある

商学部の先生から次のようなこと

を聞いたことを憶い出します。

「最近のように情報量が増加して

くるとちゃんと したところで専門

分野別K網羅的な収書をやっても

らわなければ研究ができな〈なっ

てきた。めいめい勝手に本を購入 a邑

するような愚なことはもうやめな 司，

ければならなし、」と。

国立大学の教宮(助手以上… )のうち、人文、社会

科学関係分野を専攻する 7，837人全員を対象として、

。学術情報利用の実態を把握すると共に、その利用につ

いての意見を伺うことにより、学術情報流通過程におけ

る問題点を明らかにし、学術情報の流通、利用体制の整

備に必要な基礎資料を得ることをその目的ゲとして、文

部省が昭和46年に行なった調

査の結果報告書(昭和47年3

月)より、大学図書館として

の研究者に対するレフプレン

ス・サービスの基礎となるこ

とを予但して、特に 。研究者

は図書館になにを望んでいる

か'という質問事項だけに限

って採り上げました。私大で

ある本学はこの調査には直接

関係していませんが、同じ大

学として、国立大学の研究者

が図書館に対してはとのよう

なことを望んで、いるというこ

とと図書館においてもこのよ

うな研究者の要望に今後どの

ように対処していったらよい

か、課題という意味で紹介し

ます。

• 所属大学の図書館文献センタ一等のサービスに

対する希望度(人文科学系と社会科学系の比較) 。
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てお〈乙とは必ずしも必要のないことで、それらの本は

bしろクローズにしたいのですが、残念ながら現在本格

的な閉架書庫がありませんので、 やむを得ず新しい本と

同居させているのが実情です。 しかし昭和50年度と52年

度の 2回に分けて閉架書庫を内装する計画ですので、そ

のおりには古い本は一定の基準を設けてクローズ扱いに

したいと思っています。また新購入書については前号に

も統計を出しておきましたが、たとえば47年度中に和書

7，017冊、洋書7，115冊と増加しています。ただ多数の図

書の聞に配列されるため分りにく〈なる点はありますの

で、学習室に新刊棚を設けてそこに一定期間展示し、そ

の後それぞれの所に配架していますから新刊棚をご覧下

さい。

声」
現在わが校の図書館における蔵書は、そのほとんどが

機能を有していないと思います。

あの骨董さながらの本を取り除けば、そのスペースは

2・3倍位広がると思います。(中略)不必要なる本の

整理と現在の我々に合った書体使用の書物を購入して下

さい。( 経済学部学生)

『回答』 投書者のと意見には一部誤解もあるのではな

いでしょうか。 学問をする上で古い図書がどんなに大き

な価値をもっているかということは、今更いうまでもな

い乙とでしょう。ただそれらの古い図書をオープンにし

の「利用者
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外国図書館シリーズ

ハイデ)レベルク大学図書館の乙となど

利だった。むろん、大学図書館自体

も大きな複写室をもっており 4 乙こ

に依頼すれば、 1枚20円でゼロック

スを係が仕上げて〈れるが、手渡し
九一一庁吋河島幸夫

ドイツ最古を誇る，、ィデルベ1レク J大学の中で、も¥大学

図書館 (Universitatsbibliothek Heidelterg， 69 

Heidelberg， Plock 107/109， West Germany) 

は‘ゴチック様式の仕重な建物で、その中には中世吟遊

詩人 (Minesanger)、物語や初期活版印刷の聖書をはD

. め数多〈の貴重な学術文献が収められている。 1階はカ

ード室や事務室、 2階には大閲覧室がある。大閲覧室の

辞書類を除けばすべて閉架式になっており、貸出係に申

込むとやっと次の日に借用が実現する。学生の借用条件

は1人5冊以内 4週間であるが、期

間は別として、実際には冊数はほと

んど無制限である。むろん、指導教

授の推せん状があれば、期間もまた

大巾に延長される。

これ以外に便利なのは、各学部学

科毎に大きな開架式図書室兼学習室

があって、学生も自由に読書できる

ことだ。ただこの場合は、借用は週

末のみ許される。つまり .土曜に借

. り出し月曜朝に返却するよう同つ

ている。従って大学図書館に在庫レ

τない図書でも、どこかの学部学科

図書室へ行けば備わっている場合が多い。私の場合は、

研究テーマが「ドイツの政治と宗教j なので、町中に散

在する哲学部の政治学科と歴史学科、法学部の憲法学

科、神学部の社会倫理学科、教会史学科等々の建物を歩

きまわって勉強したものである。

さらに、学空にも研究者にも都合がよいのは、大学図

書館にも各図書室にも必ず自動複写機(電子リコピー)

が備えつけられていて、 15ペニヒ(約15円)でA4版の

コピー 1枚 (1マルク=約 100円で 7枚)が取れるよう

にしてあることである。これは、ドイツ中どこの大学で、

も同様で、他大学へ文献を収集に行ったときには大変便

は数日後となる。ハイデノレベルク大

学図書館は、外国からの通信による複写の注文にも応じ

ている。これは、ハイデルベ‘ノレク以外のドイツの諸大学

でも行なわれていることだが、さらにわれわれにとって

ありがたいのは、料金が後払いの場合が多いことであ

る。

ととろで文献のありかや複写事務引受けの可否の間合

わせをどこに出せばよいか、わからぬ場合は、一般に西

ドイツでは、

INTER NA TIONES 

532 Bonn-Bad Godesberg 

Kennedyallee 91-103 

West Germany i 

に照会すると、文献がとこの図書館

lとあるか、複写費はいくら、マイク

ロフィルムならいくらということを

調べて返事を〈れる。この機関は、

文献調査に限らず、ドイツ政府関係

の出版物の配布、外国人研究者のド

イツ訪問の際の世話などちあつかっ

ている。

とにかいドイツで留学生活を送

ってみて感じたことは、各大学が尾

大な図書を持っていること、各学科図書室もあわ、せる

と、同じ本でもかなりの所に揃えてある乙と等からもわ

かるように、国家が研究・学問・教育のためには日本と

は比較にならぬほどの莫大な金主エネルギーを注ぎζん

でいるということである。その反面、 (否それだからこ

そであろラか)小学生から大学生広いたるまで誌験地獄

なしにのびのびど勉強ができるとドうのは、 一何ともうら

やましいというほかない。 (法学部講師)
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48.12. '4‘文学部に児童教育学科増設申請にともなう

教職課程認定のための図書館実地視察が行なわれた

48.12.10"'-14<アメリカンセンターのインフオマット

見学会を実施(図書館員全員参加)

図書館委員会

48.10.29 ぺ議題)①49年度図書館予算要求について

②資料費支出、決算内規について

48‘12.26 ①図書館資料費予算配分規則案について

②高額図書購入について

研修・出強

48. 5.10ゃ 11 九州地広大学図書館協議会(於:長崎

大学、長崎造船大子)万根司書長出席

48. 6.26::-30、大学図書館研究集会(於:群馬・草津

ホテノレヴィレッジ)田中司書出席

48.7.16----9，13 司書講習(於:別府大学)模司書出

席

48. 7.26----28 私立大学図書館協会、第34会総大会・

研究会(於東洋大学)木村館長出席

48. 9.28 私立大学図書館協会九州地区協議会・研究

会(於 i西日本工業大学)中村司書出席

48.10~ 18 福岡県図書館協議会福岡地区研究会(於:

福岡教育大学)杉本課長補佐出席

48.10. 23~26 大学図書館職員講習会(於;岡山大学)

今永係長出席

48.11. 1----3¥私立大学図書館協会西部地区部会研究会

(於:中京大学)杉本課長補佐出席

48.11. 8----9 第5回国際連合寄託図書館会議(於:東

京大学)、木村館長出席

卒業生の図書館利用について

本学の卒、業生ほ、一定の手続を経て、図書館を利用す

る乙とができ主す。実社会民出てからも、 【職務上の研究

や調査などに図書館を利用する必要ば屡々生じますし、

また自己の教養・知識の充実向上のためにも、図書館の

利用はうて〈乙とのできない手段です。世は正に情報化時

代。卒業さ、れてからも、どうぞ図書館を活用されて、こ

の情報化時代広対処していかれるよう望みます。

利用手続

O希望者、は.特別利用規則の定めるところにより、次

に掲げ、るものを提出しなければなりません。

※特別利用許可 願( 本館 備付 通

※卒業証明書 l通

※上半身名刺型写真一 l葉

※手続料金 引 ヵi31 100円

手続、が完了すると、特別利用者証を交付します。入
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一一奉仕係より 一一

O 本館は、新聞を資料として長期間保管し皆さんの利

用に応じています。しかし、必要記事の切取りや、当

日分の新聞が閲覧台より消え去る乙とが時々ありま

す。利用する者にとっては、大変迷惑を受けていま

す。

お互いに注意しあって〈ださい。

O 本館は開架図書館ですが、閉架図書も多〈在庫して

いますので、図書目録カードをより多く利用して〈だ

さし、

和書の場合は、著者名、書名又は分類(洋書は 著 .

者名、分類)のいずれかが判明すれば、それをたより

に本の請求番号を探し出し、その番号で図書を見い出

すことが出来ます。閉架図書の閲覧希望をされる時、

又は、図書に関していろんな情報を知りたい時は、係

員にたずねで〈ださい。

出来る限り、指導と援助をいたします。

O ロッカーの利用を/

閲覧室では、コート、カバン、女子学生のハンドパッ

夕、紙布製袋などの持らこみを禁じてます。どうぞ規

則を守って下さい。 一一一一、 (中村)
勺 _L-ニニニ/ー♂「¥

γ …ヲヤ\貴jR板:) ，.---....--...-_....----.....---...-- --~..~

:~ 0春休長l期貸出 r 

c 1月号空Fより実施 冊数は 3冊以内。期限は、卒 j
i 業予定者は 2月末日まで、それ以外のふは 4月26 ~ 

日なで

う0春休中の開館予定 ! ( l' )週.、
: 2 月 Hà 伏)山品 ω れの期間~

午前 9時から午後5時まで(土曜日は正午まで)

i 開架閲せ室を吐き、学習室は閉じます。ただしイ

※ 2i月訪日二1ihは入試のため閉館。 i
¥'¥)へ Il

( ※3月Il日--:16旬は在庫調査のため開架閲覧室を i 
j 閉室し、その問、学習室を開室。~

〔あとがき〕

後期詰験も終りに近づき、学生の方も、ホッとした安

堵感で一杯でしょう。図書館では、告知板のように春休

みも開館しておりますので御利用下さい。今号は、外国

図書館シリーズ第 2弾で河島先生の玉稿を賜わり感謝し

ております。最後に一旬、 「真理は愛する者の所有であ

る」くひョノレダノー・ブ、ノレーノー> (M) 
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自 昭 和48年10月 ~ 至 昭 和49年 1月

愛知学院大学経営研究所より 『西ドイツ連結財 『ネ 1-<;ールの医療事情』

務諸表論』 九州経済調査協会より 『九州経済概観 1973j] 

防衛庁長官官房広報課より 「日本の安全保障 明治生命保険相互会社より 『明治生命の90年』

1973年版J 宮内力氏より 『続・現代の念写』

防衛施設庁総務部総務課より 『防衛胞設庁史 村上寅次教授より 『舞鶴幼稚園60年のあゆみ』

第 l巻』 日本大学綜合科学研究所より 『日本大学研究業

中小企業庁より 『中小企業庁25年史』

大本本部より 『出口王仁三郎著作集第5巻』

大韓民国駐日公報館より 「平和統ーへの大道上

『民族の底力』

江里英俊氏より 『エデンの探求J
福井大学附属図書館より 『図書館利用のしおり』

福岡県企画開発部交通対策課より 『交通年鑑

昭和47年』

外国文出版社より 『チョソンの婦人J2部

外務省調査部企画課より 『わが外交の近況 昭

和48年版』

学燈社より 「日本の後宮飴録』

長谷川久子氏より 『基軸通貨(傍・弗〉史考』

2部

平木顕彰会より 『近代職業会計人史」

ほんみち教義部より 『ほんみち概観』

上智大学より 『刑法における過失共働の理論』

金沢市企画調査部よも Jl'金沢市の市民所得(昭

和40年度，.....，46年度改定)J

金融経済研究所より 『金融研究会議集 E 

第9--16編」

甲飛十期会より 『散る朕残る桜』

国桂会より 『日蓮主義の信仰』、『日蓮主義とは

なにかJ.[J折伏とはなにか』、『私たちの法華経』

国学院大学より 『校本日本書紀 1Jl 

国立国会図書館より 『国立国会図書館蔵書目録

第 1編第2冊歴史・地理』

国立国会図書館調査立法考査局より 『レファレ

ンス文献要目 第14集』

国際電信電話株式会社より 『インテ jレサット

(国際電気通信衛星機構)恒久協定の研究』、

『国際電信電話年報昭和47年度』

鋼材倶楽部より 「鉄鋼二次製品年鑑 昭和48年

版』

久留米大学ネパール医学調査診療委員会より

績総覧 20 1969後期」

日本放送協会より rNHK年鑑 1973J 

日本興業銀行特別調査室より 『社債一覧」

日本精神薄弱者愛護協会よ り 『精神薄弱の研究

第 7集」

日本図書館協会より 『かえりみて明日を思う』

3部

労働省職業安定局より 「労働市場年報昭和47

年度』

最高裁判所図書館より 『邦文法律雑誌記事索引

第16号』

成城大学経済学会より 「西ドイツ付加価値税の

研究』

世界の動き社より 『ソ連という国J 3部

私立大学図書館協会目録編成規則研究クソレープよ

り 『大学図書館における目録編成規則」

総理府統計局統計情報課より rStaLst;cal 

Handbook of ]apan， 1973. J 

高田源清教授より 『経営権の確立Jr裁判と倫

理(故江口繁先生追悼記念論文集)J、『商法・

経済法の諸問題(高田源清教授還麿記念論文

集J2部

高砂熱学工業株式会社より 『高砂熱学50年の歩

み』

時子山常三郎先生古稀祝賀会より 『早稲田生活

半世紀』

東京空襲を記念する会より 『東京大空襲戦災誌

第 1---4巻』

東洋大学付属電子計算機センターより 『経営理

論と情報処理J 2部

山形県鶴岡市教育委員会より 『鶴岡市の文化財

市指定篇』

吉岡義二氏より 『地球国家2106年』
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